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1. まえがき 

 

本ゲートは，岐阜市長良鵜飼屋の市街地に設置された横

引きゲートで，陸閘（りくこう）と呼ばれるものである。 

本工事は，「平成15年度長良マイター機械設備工事」

として，既設のマイター式ゲートを横引き式ゲートに更

新したものである。平成16年４月に無事完成したので，

ここに工事概要を報告する。 

写真１に川表からの全景，写真２に川裏からの全景，

図１に設備全体図を示す。 

 

写真１ 川表からの全景 

 

 

写真２ 川裏からの全景 

2. 設備の概要 

 

施工場所は，長良川の堤防を道路が横断している箇所

であり，本ゲートは，長良川の氾濫時に道路を遮断して

堤防の役目を果たすものである。 

通常は電動シャッター付きの建屋（ゲート庫）内に納

められている。 

建屋（ゲート庫）内へは電動シャッターの横に設置さ

れたアルミドアから進入する。 

 

2.1 設計仕様 

 形    式  プレートガータ式鋼製横引きゲート 

 数    量  １門 

 純  経  間  8.300m 

 有   効   高  4.250m 

 水 密 方 式  前面三方ゴム水密 

 設 計 水 深  1.800m 

 操 作 水 深  0.000m 

 開 閉 方 式  溝無しレール車輪走行式 

（昇降装置付） 

 駆 動 方 式  電動および手動 

 開 閉 速 度  3.0m/min（電動時） 

  

2.2 使用材料 

 扉    体       SM490，SUS304 

 戸  当   り       SUS304，SM490，SS400 

 点 検 歩 廊       SS400 

 ゲート搬入口蓋     SUS304 

 ゲート庫シャッター SUS304 

 ゲート庫入口ドア   アルミ 

 

 

＊技術部鉄構設計グループ主任  ＊＊工事部鉄構産機工事グループ主任技師 
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3. 構 造 

 

3.1 扉体 

 扉体の主要材質はSM490とし，最下部桁等の塗替作業

が困難な箇所についてはSUS304を使用した。 

扉体は輸送制限の関係から上下に水平２分割とした。

現地での接合はボルト接合とし，合わせ面にはシール剤

を塗布することで，品質の確保，現場施工の簡素化およ

び工程短縮を図った。 

 

3.2 戸当りおよびレール 

下部戸当りおよび走行レールは，ゲートの操作性，車

両通行時のドライバーへの衝撃，振動等を考慮し，溝無

し形状（路面とフラット）としたため，扉体走行時のガ

イド用としてゲート庫内の上下にガイドレールを設置

し，扉体のガイドローラにより直進走行性を確保した。 

 

3.3 走行装置 

 走行装置は扉体内部に設置し，車輪を回転させること

により自走する構造とした。走行装置を図２に示す。 

通常は電動操作だが，停電時には手動操作での走行を 

 
図１ 設備全体図 

可能とした。 

電動操作時はサイクロ減速機から電磁クラッチを介

してチェーンを駆動し，車輪を回転させる。 

手動操作時は電磁クラッチによりサイクロ減速機と

切り離すことで，円滑な手動操作を行えるようにした。

 回転部には安全カバーを設置しており，内部の状態が

確認できるようポリカーボネート製の透明カバーとし

た。 
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電磁クラッチ  

図２ 走行装置 

3.4 昇降装置 



 
                       佐藤鉄工技報 Ｖol.17                       
 昇降装置は扉体内部に設置し，サイクロ減速機から電

磁クラッチを介してチェーンを駆動しスクリュージャ

ッキを作動させる構造とした。昇降装置を図３に示す。 

走行時には扉体を約30mm上昇させ，下部水密ゴムの

抵抗が無い状態で全閉位置まで走行後，扉体を下降させ

る。通常は電動操作だが，停電時には手動操作での走行

を可能とした。 

 手動操作時は電磁クラッチによりサイクロ減速機と

切り離すことで，円滑な手動操作を行えるようにした。 

 回転部には注意喚起のための蛍光トラテープと安全

カバーを設置しており，安全カバーは内部の状態が確認

できるようポリカーボネート製の透明カバーとした。 
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3.5 仮組立 

 工場にて仮組立検査を行い，走行および昇降性能の確

認を行った。写真３に工場での仮組立状況を示す。 

 仮組立検査では，架台にてガイドレールおよび戸当り

を固定し，現地据付状態を再現することにより，ゲート

の一連の動作確認を可能にした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真３ 仮組立状況 

4. 据 付 

 

4.1 据付概要 

 据付は既設設備を解体撤去後，土木構造物の施工と並

行作業を行った。 

このため土木業者とはお互いの工事の支障にならな

いよう，工程および施工方法等について綿密な事前打ち

合わせを行った。 

図４に据付フローチャートを示す。 
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図３ 昇降装置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 据付フローチャート 

 

 

 工事はまず，平成15年12月に既設マイターゲートの扉

体および開閉装置を解体撤去した。 

その後，土木工事工程に合わせ，ガイドレールおよび

付属設備のアンカパッドの埋設ならびに電気配管の埋
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設を行った。 

上流堰柱およびゲート庫の完了後，戸当り，扉体およ

びその他付属設備を据付けた。 

さらに電気工事，試運転調整を実施し，工事期間中交

通止めしていた道路の通行再開予定時期に間に合わせ

ることが出来た。 

また，施工場所が市街地中心部であったため，工事に

伴う騒音や振動が出ないよう，低騒音型の移動式クレー

ンやエンジン付溶接機を使用するとともに，極力夜間作

業をしないよう工程管理を行った。 

なお安全関係では，足場組立を手摺り先行工法により

施工した。図５に据付工程表を示す。 

図５ 据付工程表 

 

4.2 既設備撤去 

 既設マイターゲート扉体の片側半分を３分割に解体

し，撤去した。撤去作業時，付近の電線が活線状態であ

ったため，クレーンのブームが電線に接触しないよう５

ｔラフテレーンクレーンを使用した。 

写真４に既設ゲート撤去状況を示す。 

 

写真４ 既設ゲート撤去状況 

 

4.3 戸当りの据付 

 １ブロックの製品重量および作業半径より，25tラフ

テレーンクレーンを使用し据付けた。 

２次コンクリートは，戸当り据付後，コンクリートポ

ンプ車を使用し打設した。 

写真５に戸当りの据付状況を示す。 
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写真５ 戸当りの据付状況 

 

4.4 扉体の据付 

 １ブロックの製品重量および作業半径より，50tラフ

テレーンクレーンを使用し据付けた。吊り込みは，ゲー

ト庫上部に開けられたゲート庫搬入口から行い，扉体は

合わせ面にシール剤を塗布後，ボルト接合した。 

また，扉体分割部合わせ面の水密性能を確認するため，

合わせ面に水を噴射し，漏水の無いことを確認した。 

 写真６に扉体の据付状況を示す。 

 

写真６ 扉体の据付状況 
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4.5 付属設備の据付 

 ゲート搬入口蓋は，扉体やガイドレールの吊込み終了

後，25ｔラフテレーンクレーンを使用し据付けた。 

 写真７にゲート搬入口蓋の据付状況を示す。 

 

写真７ ゲート搬入口蓋の据付 

 

５. あとがき 

 

 以上，長良南町陸閘の工事概要を紹介したが，この

工事報告が今後の設計施工の参考になれば幸いであ

る。 

 おわりに，本工事で御指導，御協力を賜った国土交

通省中部地方整備局木曽川上流河川事務所の関係各

位に対し，誌上をお借りして厚く御礼申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


